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1 はじめに
動脈硬化症の非侵襲的な診断手法の代表的な手法として，






















セグメント上において血流方向任意の点 xでの血管径 r0 は，
先細り構造の入口血管径 rtop と出口血管径 rbottom，また血管の
長さ Lから以下の式により計算される．








ル (Windkessel モデル) で近似することにより表現する手法を
提案しており，これを利用する．












に 30cm の位置に 1cm の血管狭窄が生じたと仮定してシミュ
レーションを行った．血管狭窄進行度 R は 0%，20%，35%，
50%と変化させ，血管狭窄部の血流量と血圧の比較を行った結
図 1 動脈系二分木モデル
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